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金
融
高
度
化
セ
ミ
ナ
ー
（
公
民

連
携
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
）
を
開
催

　
　
　

▼
日
本
銀
行
金
融
機
構
局
金
融
高
度
化
セ

ン
タ
ー
は
、
二
〇
一
四
年
十
二
月
十
六
日

に
、「
公
民
連
携
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
展
開

―
Ｐ
Ｆ
Ｉ
・
Ｐ
Ｐ
Ｐ
等
へ
の
取
組
み
―
」

と
題
す
る
金
融
高
度
化
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。
参
加
者
数
は
約
四
五
〇
名
で

し
た
。

▼
金
融
高
度
化
セ
ミ
ナ
ー
は
、
日
銀
の
取

引
先
金
融
機
関
を
対
象
に
開
催
し
て
い
る

も
の
で
す
。
全
国
の
金
融
機
関
を
対
象
に

し
た
大
規
模
な
セ
ミ
ナ
ー
は
、
金
融
高
度
化

セ
ン
タ
ー
開
設
（
二
〇
〇
五
年
）
以
来
、
年

平
均
二
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

▼
金
融
機
関
に
と
っ
て
重
要
な
顧
客
で
あ

る
国
、地
方
自
治
体
等
の
公
共
機
関
で
は
、

財
政
的
な
制
約
が
あ
る
中
で
イ
ン
フ
ラ
の

老
朽
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う

し
た
課
題
へ
の
対
応
と
共
に
地
域
の
活
性

化
を
図
る
手
法
と
し
て
は
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
注
1
）

の
み
な
ら
ず
、
遊
休
公
有
地
の
民
間
活
用

や
補
助
金
等
公
的
支
援
策
の
受
給
サ
ポ
ー

ト
な
ど
幅
広
く
多
様
な
公
民
連
携
（
Ｐ
Ｐ

Ｐ
（
注
2
））
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
本
セ
ミ

ナ
ー
で
は
、
そ
う
し
た
Ｐ
Ｆ
Ｉ
・
Ｐ
Ｐ
Ｐ

に
取
り
組
ん
で
い
る
実
務
家
、
専
門
家
に

よ
る
講
演
お
よ
び
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

▼
東
北
銀
行
の
浅
沼
新

あ
ら
た

氏
（
会
長
）
は
、

岩
手
県
紫
波
町
（
人
口
三
・
三
万
人
）
に

お
け
る
公
民
複
合
施
設
（
図
書
館
等
の
公

共
施
設
に
各
種
商
業
施
設
を
併
設
）
の
建

設
・
運
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る「
オ
ガ
ー

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
当
該
施
設
に
は
年

間
約
八
〇
万
人
が
来
訪
）
に
つ
い
て
講
演

し
ま
し
た
。浅
沼
氏
は
、金
融
機
関
に
と
っ

て
、
リ
ス
ク
の
割
に
は
利
益
が
少
な
い
公

民
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
し
て
い
く

こ
と
に
関
し
、「
地
域
を
元
気
に
し
た
い
」

と
い
う
強
い
想
い
が
背
景
に
あ
る
こ
と
を

話
さ
れ
ま
し
た
。

▼
さ
い
た
ま
市
都
市
戦
略
本
部
の
柴
山

重
信
氏
（
主
査
）・
関
口
洋
輔
氏
（
主
任
）

か
ら
は
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画

と
公
民
連
携
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
体
の

中
で
は
財
政
的
に
恵
ま
れ
て
い
る
さ
い
た

ま
市
で
あ
っ
て
も
、
将
来
の
公
共
施
設
維

持
が
こ
の
ま
ま
で
は
で
き
な
い
こ
と
、
そ

の
た
め
、
複
数
の
施
設
を
一
カ
所
に
ま
と

め
て
作
り
直
す
複
合
化
等
の
工
夫
と
と
も

に
、
市
民
に
も
少
し
ず
つ
我
慢
し
て
も
ら

う
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、
漫
画

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
っ
て
い
る
こ
と
等

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
民
間
広

告
を
掲
載
す
る
こ
と
で
市
民
に
配
布
す
る

地
図
等
の
費
用
負
担
を
削
減
す
る
と
い
っ

た
小
さ
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
含
め
、
民
間

か
ら
の
提
案
を
活
用
し
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
も
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
、

岡
部
智と

も
か
つ克

氏
（
荘
内
銀
行
法
人
営
業
部

ニ
ュ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
室

長
）、
小
林
靖や

す
し司

氏
（
百
五
銀
行
営
業
渉

外
部
課
長
代
理
）、
髙
橋
一
朗
氏
（
西
武

信
用
金
庫
常
勤
理
事
）、野の

ぎ
わ際

卓た
く
じ司

氏
（
北

洋
銀
行
市
場
開
発
部
管
理
役
）、
北
村
佳

之
氏
（
日
銀
金
融
高
度
化
セ
ン
タ
ー
企
画

役
）
が
登
壇
し
ま
し
た
（
モ
デ
レ
ー
タ
ー

は
山
口
省し

ょ
う
ぞ
う藏
副
セ
ン
タ
ー
長
）。
テ
ー

マ
と
し
て
は
、
①
地
元
自
治
体
に
ど
う
働

き
か
け
て
い
く
か
、
②
地
元
企
業
の
Ｐ
Ｆ

Ｉ
・
Ｐ
Ｐ
Ｐ
対
応
を
ど
う
支
援
し
て
い
く

か
、
③
Ｐ
Ｆ
Ｉ
等
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
リ

ス
ク
管
理
を
ど
う
す
る
か
、
の
三
点
を
取

り
上
げ
ま
し
た
。

　

①
「
地
元
自
治
体
へ
の
働
き
か
け
」
に

関
し
て
は
、
小
林
氏
か
ら
、
首
長
（
ト
ッ

プ
ダ
ウ
ン
）
お
よ
び
担
当
部
局
（
ボ
ト
ム

ア
ッ
プ
）双
方
へ
の
働
き
か
け
と
と
も
に
、

一
定
水
準
の
公
共
事
業
に
つ
い
て
は
Ｐ
Ｆ

Ｉ
で
の
取
組
み
を
検
討
す
る
こ
と
を
定
め

た
「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
作
り
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
と
の
話
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
野
際
氏
か
ら
は
、
北
海
道

内
の
公
民
連
携
に
つ
い
て
は
、
道
内
の
銀

行
お
よ
び
信
用
金
庫
が
協
力
し
て
対
応
し

て
い
る
こ
と
や
、
自
治
体
に
お
い
て
手
続

き
面
で
の
負
担
が
大
き
い
Ｐ
Ｆ
Ｉ
よ
り
柔

軟
に
対
応
で
き
る
リ
ー
ス
方
式
を
提
案
し

て
い
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

②
「
地
元
企
業
の
支
援
」
に
つ
い
て
、

岡
部
氏
か
ら
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
長
期
計
画
の

約450名が参加した金融高度化セミナー

公民連携を積極的に推進して
いるさいたま市の柴山主査

（右）・関口主任（左）

地域を元気にしたいとの熱い
想いを語る東北銀行浅沼会長

（注 1）Private Finance Initiative、民間事業者が資金を調達し公共事業を行うもの。
（注 2）Public Private Partnership



NICHIGIN 2015 NO.4133

ト ピ ッ ク ス

策
定
支
援
を
行
っ
て
い
る
こ
と
の
ほ
か
、

東
日
本
大
震
災
の
際
に
は
、
建
設
資
材
の

価
格
高
騰
を
見
越
し
た
一
括
買
い
付
け
の

提
案
に
よ
っ
て
地
元
企
業
を
サ
ポ
ー
ト
し

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
髙
橋
氏
か
ら
は
、
幅
広
い
公
民
連
携

の
事
例
と
し
て
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
一
端

を
担
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
含
め
た
地
元
企
業
を
、

自
治
体
等
と
も
連
携
し
て
支
援
し
て
い
る

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

③
「
リ
ス
ク
管
理
」
に
関
し
て
は
、
北

村
氏
か
ら
、
過
去
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
失

敗
事
例
の
紹
介
と
と
も
に
注
意
す
べ
き
ポ

イ
ン
ト
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
公
民
連
携
を
推
進
す
る
講
演
者
・
パ
ネ

リ
ス
ト
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞
い
た
参
加
者

か
ら
は
、「（
今
後
、
金
融
機
関
が
）
単
な

る
融
資
だ
け
で
は
生
き
残
る
こ
と
は
難
し

く
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
・
Ｐ
Ｐ
Ｐ
が
地
域
活
性
化
の

た
め
に
は
必
要
だ
と
感
じ
た
」、「
熱
い
想

い
が
伝
わ
り
、
金
融
機
関
と
し
て
の
使
命

を
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
た
」
と
の
感
想

も
聞
か
れ
ま
し
た
。

▼
以
上
の
セ
ミ
ナ
ー
の
講
演
お
よ
び
パ
ネ

ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
要
旨
・
資
料

は
、日
銀
Ｈ
Ｐ
の「
金
融
シ
ス
テ
ム
」→「
金

融
高
度
化
セ
ン
タ
ー
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
二
○
年 

特
別
展
を
開
催
し
ま
し
た

▼
日
本
銀
行
神
戸
支
店
で
は
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
か
ら
二
○
年
を
迎
え
る
本
年
、

当
時
の
中
央
銀
行
と
し
て
の
対
応
や
現
在

の
業
務
継
続
面
で
の
取
組
み
を
写
真
や
パ

ネ
ル
で
紹
介
す
る
特
別
展
「
震
災
二
○
年

未
来
へ
の
記
憶
」
を
二
月
二
日
（
月
）
～

二
月
十
六
日
（
月
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
展
に
併
せ
て
二
月
十
一
日

（
水
・
祝
）
に
は
、
野の

は
ら原
強
つ
よ
し

支
店
長
に
よ

る
「
日
本
銀
行
の
役
割
と
仕
事
」
と
題
す

る
市
民
講
座
も
開
催
し
ま
し
た
。

▼
会
場
で
は
、
火
災
で
焼
け
焦
げ
た
お
札

を
鑑
定
す
る
職
員
の
様
子
や
、
店
舗
が
倒

壊
し
た
金
融
機
関
の
臨
時
窓
口
を
開
設
し

て
い
る
状
況
等
、
約
四
○
枚
の
写
真
や
、

手
書
き
の
金
融
特
別
措
置
通
知
文
等
の
資

料
、
業
務
継
続
体
制
等
の
パ
ネ
ル
を
展
示

し
、
当
時
の
対
応
と
災
害
発
生
時
の
備
え

を
紹
介
し
ま
し
た
。
こ
の
他
、
日
銀
の
業

務
に
対
す
る
理
解
や
関
心
を
よ
り
深
め
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
お
札
・
硬
貨
の
鑑
定

や
一
億
円
の
重
さ
体
験
コ
ー
ナ
ー
等
を
設

け
、
参
加
者
の
方
々
に
体
験
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

▼
「
震
災
当
時
、
中
央
銀
行
と
し
て
ど
の

よ
う
に
行
動
し
た
の
か
」、
そ
し
て
「
そ

の
後
の
被
災
体
験
も
踏
ま
え
て
、
そ
れ
ら

の
教
訓
を
ど
の
よ
う
に
活
か
し
て
い
る
の

か
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
広
く
県
民
の

皆
さ
ま
に
お
伝
え
し
た
い
と
考
え
開
催
し

た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
三
五
一
人
の

方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
「
日
銀
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と

が
出
来
た
」、「
震
災
時
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
」
と
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

▼
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
最
も
大
き
な
被

害
を
受
け
た
神
戸
市
で
も
、
震
災
後
二
○

年
を
経
過
し
、
市
民
の
約
四
割
が
直
接
震

災
を
経
験
し
て
い
な
い
方
々
と
な
っ
て
お

り
、
震
災
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
ず
、
そ
の

経
験
や
教
訓
を
い
か
に
し
て
次
世
代
に
継

承
し
て
い
く
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
日
銀
神
戸
支
店
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
阪

神
・
淡
路
大
震
災
で
の
被
災
体
験
と
そ
の

教
訓
を
活
か
し
、
災
害
発
生
時
に
も
お
金

の
供
給
や
資
金
決
済
に
支
障
が
生
じ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
第
一
〇
回
日
銀
グ
ラ
ン
プ
リ
～

キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
の
提
言
～
」
の

決
勝
大
会
開
催

▼
大
学
生
を
主
な
対
象
と
し
た
金
融
経
済

分
野
の
小
論
文
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
「
日
銀
グ
ラ
ン
プ
リ
」
に
、

今
年
は
全
国
四
四
大
学
か
ら
一
二
一
編
の

論
文
が
寄
せ
ら
れ
、
書
類
審
査
を
通
過
し

た
五
チ
ー
ム
に
よ
り
決
勝
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

満席となった市民講座では、日本銀行の役
割や業務継続体制等について講演しました。

公民連携ファイナンスの課題と対応について
話されたパネル・ディスカッション　

参加者の皆さまは、当時に思いを馳
せながら熱心にパネルや資料をご覧
になっていました。

二
〇
一
四
年
十
二
月
六
日
（
土
）
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▼
決
勝
大
会
で
は
、
冨
山
和
彦
氏
（
経
済

同
友
会
副
代
表
幹
事
・
経
営
共
創
基
盤
代

表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）、
秋
山
咲
恵
氏
（
サ

キ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
代
表
取
締
役
社

長
）の
他
、岩
田
規
久
男
日
銀
副
総
裁（
審

査
員
長
）、
森
本
宜
久
・
白
井
さ
ゆ
り
両

審
議
委
員
の
五
名
の
審
査
員
を
前
に
、
各

チ
ー
ム
と
も
堂
々
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
と
質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。

▼
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
に
日
本
大
学

チ
ー
ム
「
サ
高
住
市
場
と
地
域
の
活
性
化

に
向
け
た
二
つ
の
提
案
～
二
○
年
後
と
そ

の
先
も
住
み
や
す
い
未
来
へ
～
」
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
こ
の
提
言
は
、
事
業
者
と
自

治
体
と
の
間
で
、
廃
校
を
サ
ー
ビ
ス
付
き

高
齢
者
向
け
住
宅
（
サ
高
住
）
と
し
て
活

用
す
る
た
め
の
マ
ッ
チ
ン
グ
・
ス
キ
ー
ム

を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
活
用
原
資
に
ヘ

ル
ス
ケ
ア
リ
ー
ト
を
利
用
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。
こ
の
他
、
優
秀
賞
に
常
磐
大
学

チ
ー
ム
、
東
京
経
済
大
学
チ
ー
ム
、
敢
闘

賞
に
東
北
学
院
大
学
チ
ー
ム
、
も
う
一
つ

の
東
京
経
済
大
学
チ
ー
ム
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
敢
闘
賞
に
選
ば
れ
た
東
京
経
済
大

学
チ
ー
ム
は
、
日
銀
の
政
策
等
に
係
る
提

言
に
与
え
ら
れ
る
特
別
賞
も
併
せ
て
受
賞

し
ま
し
た
。

▼
審
査
員
か
ら
は
、「
現
在
の
日
本
が
抱

え
る
切
実
な
テ
ー
マ
が
多
く
み
ら
れ
、
皆

さ
ん
の
現
状
に
対
す
る
問
題
意
識
の
真
摯

さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
た
。
現
状
の
問
題

点
や
課
題
を
把
握
し
た
上
で
、
さ
ら
に
そ

れ
を
補
強
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ど
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な
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の
が
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く
、
中
に
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も
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少
し
工
夫
す
れ
ば
実
現
可
能
で

■今回は、小物や陶器、自動車に絡んで、デザインの
話が多く展開された。「デザインとは、美的造形性だ
けではなく、消費面を含めた総合力」という名児耶さ
んの言葉は説得力がある。器ひとつで食べ物の美味し
さはグンと引き立つ。逆に言えば、「この器でどんな
時にどんな物を食べるのが似合うか」、器をつくる人
は、そこまで思いを馳せてデザインを考え抜くのであ
ろう。人々の日々の暮らしを想像し、その中に新しい
組み合わせを創造する、これがデザインなのだろう。
　ところで、名児耶さんの「日本人は、外に出ていく
のが不得手。お客にはモノづくりの地域に来てもらっ
た方がよい」という話も興味深い。奇しくも波佐見町
は、お洒落なお店のある町としても有名で、人を呼び
込み、波佐見焼の魅力を発信する大切なチャネルにな
っている。そして、こうした街づくりがモノづくりに
新たな力を与えてくれている。
　マツダの小飼社長が、グローバル展開の一方で、「広
島に根を張った会社」に強い思いを示しておられるの
も、地域と生きることで培われる、独自の「モノづく
り」の力を感じてのことなのかもしれない。
　地域の地勢や歴史を振り返ると、そこには見えにく
いが、気付いてもらうことを待ち眠っている不思議な
力があるに違いない。 （丹治）
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ムページ上に掲載していますのでご利用ください。
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日本大学チーム（最優秀賞）のプレゼンテーション

決勝進出チーム、審査員の皆さん


